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～前回の例会～ 

上田 啓子 会員 

『ハビリスジャパン 

 最近の活動状況』  

 こんにちは。ハビリスジャパンの理事とし

て活動状況の報告をさせていただきます。 

 日本では手足のない子供が毎年400人ぐら

い生まれています。それに加えて病気とか怪

我で切断手術を受ける子もいます。こういう

手足の切断や欠損のある子どもたちにとって

は義肢が必要不可欠のものです。ハビリス

ジャパンはこの義肢を必要とする子どもたち

の成長を支え未来を育み、社会参加に関わる

総合的な支援体制を作ることを目的として

2016年8月に設立されました。 

 新橋RCでは設立のときから年間10万円の

予算を組んで、社会奉仕活動の一環としてハ

ビリスのイベントの実施にかかる費用を負担

して頂いています。最近では、クリスマス夜

間例会にハビリスの支援を受けているお子さ

んとその家族をお招き頂きました。また、ハ

ビリスでは、キッザニアに子どもとその家族 

   

本日の例会 

慈恵会医科大学 血管外科 
同大学ラグビー部監督 

宿澤 孝太氏 

 演題：「WCR大会を終えて 
 ーマッチ・メークドクターの立場

からー」 

 ご紹介者：柴 孝也会員 

を招待したり、料理教室を開催していますが、

その際に、新橋RCで費用をご負担いただい

ています。 

 さて、リハビリはあるべき状態に回復する

という意味なんですが、もともと手足がない

子供達っていうのはその元に戻るべき状態と

いうのがありません。その手足がない中で最

適な環境をどうやって作っていくかというと

ころに思いを込めてラテン語のハビリスとい

う言葉を使ってハビリスジャパンという名称

にしました。手足のない子どもたちの成長と

活動に適した環境を整えることで一人一人の

その子らしさを尊重していきたいと思います。 

 手がない子供たちは、両手を同時に使う動

作はできません。お箸とごはん茶碗を同時に

持つとか、片手で紙を持ってもう片方の手で

ハサミを持って切るとか、基本的にはできま

せん。小学校の音楽とか体育の授業を見学す

ることになります。お友達と一緒に同じこと

をして遊ぶ、運動する、学ぶというのは心身

の発達過程にある子どもたちもとって重要な

経験だと思います。ハビリスでは、ここをサ

ポートしています。 

 手がない子は、装飾用の義手（まったく動

かない、機能性のない義手）を使っている方

がほとんどです。装飾用の義手では体重をか

けられず、例えば跳び箱や鉄棒ができないの

ですが、運動用の義手は高価で手に入りませ

ん。ハビリスジャパンでは様々な方々、会社

と協力して、小児の運動用義手部品の国産品

開発とその供給体制を確立して、機能性（運

動用）義肢を貸し出す事業を行ったり、運動

教室を運営して運動用の義肢を使う経験して

もらう事業を行っています。 

 小児の運動用義手部品の国産品開発とその

供給体制の確立に対してMedtec イノベー

ション大賞を受賞しました。 

 子供達のために取り組んでいきますので、

ご支援よろしくお願いします。 
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長野 洋 上田さんハビリスの活動につい 

     ての卓話、よろしくお願いします。 

                  皆さまにハビリスジャパンのサ 

     ポート引き続きよろしくお願いし 

     ます。 

陣内 隆 土、日に会社の旅行で釜石に宿 

     泊しました。鵜住居復興スタジア 

     ムの芝がみごとでした。 

木村奈美枝 松屋銀座が11/2～12、150周年記 

     念イベントを開催いたします。そ 

     の光栄なイベントの展示ジュエ 

     リーを制作するデザイナーに選ば 

     れました。どうぞ彼女の渾身の力 

     を込めたジュエリーを見に来て下 

     さい。 

田邊 勉 誕生日にお米をありがとうござい 

     ました。 

坂本正彦 おいしいお米ありがとうございま 

     す。 

      

第 1592回 例 会 報 告 
 
■ 10月29日 例会プログラム 
 1. 点鐘  
 2. ロータリーソング「それでこそロータリー」 
     本日の歌「鉄道唱歌 ～東海道編～4番」 
 3. 会長報告 
 4. 委員会報告 
 5. 卓話 
 6. 点鐘 
 
■ 出席報告 
 10月29日 出席者 35名 ビジター0名 出席率 58％ 
 10月15日 出席者 37名  メーキャップ 9名 計46名 
     会員数62名 出席対象者60名 修正出席率 77％ 
 
 
○ 会長報告 
・出席者が少なくて寂しい感じです。グルメ 
 会楽しみにしていてください。 
 写真の展示会をしました。いらしていただ 
 いた方、ありがとうございました。 
 
○ 委員会報告 
・田中 委員長（親睦委員会より） 
 11月6日（水）秋のグルメ会、20名参加で 
 人数確定しました。7日（木）はまだお席に 
 余裕があります。田辺さんに直接お申込み 
 ください。 
 
・金澤 委員長（国際奉仕委員会より） 
 国際奉仕委員会でも炉辺会を開催します。 
 11月26日（火）18時からシーボニアメンズ 
 クラブで。過去のカンボジア支援プロジェ 
 クト、本年6月のハンブルグ国際大会のビデ 
 オを上映した後、懇親会となります。国際 
 奉仕委員会の方以外も歓迎します。 
 来年1月のカンボジア出張、これからでも申 
 込できます。 
・ 
○ 幹事報告 
 特になし 

・11月12日（火） 
 卓  話  者：第2750地区ロータリー財団委員長 
         安保 満 氏 
 演       題：「ロータリー財団のすべて」 
 ご紹介者：由井ロータリー財団委員長 
 
・11月19日（火）休会 
 
・11月26日（火） 
 卓 話 者：柴 孝也 会員 
 演   題：「あの時あのひと  
           ースポーツ編ー」 
 

今後の例会予定 


